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〇会計ソフト等から出力したＣＳＶ形式データを使用して e-Tax 指定のＣＳＶ形式データを作成する方法

(Excel2013 を使用した場合） 

法人が作成した財務諸表データ(Excel形式)に勘定科目コードを設定し、ＣＳＶ形式データを作成する

方法について、以下のとおり説明します。  

なお、ＣＳＶ形式データを作成する場合は、e-Taxホームページ「ＣＳＶ形式データ作成に当たっての留

意事項を確認する」及び「ＣＳＶ形式データのレコードの内容等」をご確認いただきますようお願いしま

す。 

№ 画面イメージ等 作成方法等 

１ 法人が作成している財務諸表（貸借対照表） 

※ 勘定科目及び金額等(文字を含む)を複数の列に 

  分けて作成している場合、勘定科目はＡ列に、金

額等はＢ列に揃えてください。 

国税商事㈱を例に、「勘定科目コード(以下「コード」

といいます。)」を使用した財務諸表ＣＳＶ形式データ

の作成方法を説明します。 

【基本情報】 

  

２ e-Tax ホームページ掲載の「勘定科目コード表」 

 

【手順１：勘定科目コードの検索】 

e-Tax ホームページ「会計ソフト等から出力したＣＳ

Ｖ形式データを使用して e-Tax 指定のＣＳＶ形式デー

タを作成する」に掲載している「勘定科目コード表(以

下「コード表」といいます。)」をご確認いただき、各

勘定科目に対応するコードを検索します。 

検索した結果、複数のコードがある場合は、コード表

の「冗長ラベル(日本語)※」、「タイトル項目」及び「勘

定科目区分」等を参照し、コードを選択してください。 

なお、作成した財務諸表種類以外のコード表からコー

ドの検索はしないでください。 

※ 「貸借対照表」及び「損益計算書」のコード表に

のみ記載しています。 

３ 「一般商工業」のコード表から選択した場合 【手順２：勘定科目コードの設定】 

「手順１」で検索したコードを、「Ｅ列」に設定して

ください（「Ｂ列」が空欄の場合のみ、「タイトル項目※」

の設定が可能です。）。 

なお、同じコードを重複して設定しないでください。 

国税商事（株）

H31.４.１

R２.３.31

一般商工業

種　類 貸借対照表

データ形式 エクセル形式

※勘定科目はエクセルの「Ａ列」、金額は「Ｂ列」に記載。

法人名

事業年度(自)

事業年度(至)

業種

財務諸表

https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho4.htm#anc14
https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho4.htm#anc14
https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho4_5_1.pdf
https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho4.htm#anc11
https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho4.htm#anc11
https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho4.htm#anc11
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№ 画面イメージ等 作成方法等 

 

※ タイトル項目とは、「コード表」内の「タイトル

項目」欄に「○」が付されたコードのことをいいま

す。 

 

 

 

 

 

 

【参考】 使用している勘定科目が、選択した業種の「コード表」にない場合 

法人が作成した財務諸表に、「現金」、「普通預金」、「Ａ普通預金」及び「Ｂ普通預金」等、独自の勘定科

目を使用している場合は、以下の手順よりコードの設定を行ってください。 

 「現金」及び「普通預金」の勘定科目コードを設

定する場合 

 

①  「現金及び預金」のコード「10A100020」をコピ

ーし、「現金」及び「普通預金」のそれぞれの「Ｅ

列」に貼り付けてください。 

 

② 「現金」に貼り付けたコード「10A100020」に枝番

を付して「10A100020-1」とし、同様に「普通預金」

は「10A100020-2」としてください。 

 

 

 さらに内訳として、「Ａ普通預金」及び「Ｂ普通預金」

の勘定科目コードを設定する場合 

 

③  上記②で設定した「普通預金」のコード

「10A100020-2」をコピーし、「Ａ普通預金」及び「Ｂ

普通預金」のそれぞれの「Ｅ列」に貼り付けてくだ

さい。 

 

④  「Ａ普通預金」に貼り付けたコード「10A100020-

2」に枝番を付して「10A100020-2-1」とし、同様に

「Ｂ普通預金」は「10A100020-2-2」としてください。 

 

 なお、コードがコード表にない場合の設定方法につい

ては、「勘定科目コード表に記載のない勘定科目コード

等の設定方法」をご参照ください。 

 

 

 

 

https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho4_5_2.pdf
https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho4_5_2.pdf
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№ 画面イメージ等 作成方法等 

４ 

 

【手順３：「行区分」の設定】 

   行区分を「Ｃ列」に設定してください。 

「手順１」で「タイトル項目」を設定した場合は「T」、

「Ｂ列」に金額(数値)のみが入力されている場合は「1」、

「Ｂ列」に文字等が入力されている場合は「2」を半角

で設定してください。 

なお、「手順１」の【参考】のように、「コード表」に

ないコード（「枝番」を付したコード）を設定し、「Ｂ列」

に金額(数値)又は文字を入力していない場合は、「T」を

設定してください。 

 

５ 階層番号設定例 

(CSV形式データ)  

 

 

 

(e-Taxソフト等での帳票表示イメージ) 

 

【手順４：「階層番号」の設定】 

勘定科目の「階層番号※」を「Ｄ列」に設定してくだ

さい。 

階層番号は、「２」以上の正の整数で設定してくださ

い。 

なお、１つ上の行に設定した勘定科目の階層番号より

大きい数字を設定する場合は、２以上大きな数字を設定

しないでください（小さい数字を設定する場合は、２以

上小さい数字の設定していただいても差し支えありま

せん。 

また、同じ数字を設定していただいても差し支えあり

ません。）。 

※ 「階層番号」については、ＸＢＲＬ変換後、帳票

化した場合に、勘定科目が表示される列に反映し

ます。 

○正しい設定例 

  

 ○誤った設定例 

  

 

 

 

 

 

 

 

　　流動資産 T 3
　　　 現金及び預金 6,000 1 4

１つ大きな

数字を設定

　　流動資産 T 3
　　　　  現金及び預金 6,000 1 5

２つ大きな

数字を設定

※設定した階層番号を反

映し、表示されます。 
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№ 画面イメージ等 作成方法等 

６ 

 

【手順５：「必須項目」の設定】 

「ＣＳＶ形式データのレコードの内容等」に基づき、

「必須項目」を｢１行目｣から｢５行目｣に設定してくだ

さい。 

なお、「１行目」から「５行目」については「基本情

報」以外のデータは削除してください。 

 ○「基本情報」の設定 

  

 (注１) 赤線枠内は「半角文字」で、緑線枠内は「全

角文字」で設定してください。 

 (注２) 上記「Ｂ列３、４行目」については、表示形

式を「文字列」に設定してください。 

７ 

 

 

【手順６：財務諸表データの加工】 

作成している財務諸表データを、e-Tax ホームペー

ジ「ＣＳＶ形式データ作成に当たっての留意事項を

確認する」及び「ＣＳＶ形式データのレコードの内

容等」に沿うように加工してください。 

○ Ａ列(勘定科目) 

  ・ 「空白」、「スペース」は適宜、「置換」等を使

用して、削除してください。 

  ・ 半角文字の「,(カンマ)」を使用している場合

は、全角文字の「，（カンマ）」に変更してくださ

い。 

○ Ｂ列(金額) 

       ・ 半角文字の「,(カンマ)」を使用している場合

は、セルの書式設定より、表示形式を「標準」に

設定してください。 

  ・ 負の数値で「△」を使用している場合は、半角

文字の「-(マイナス)」に変更してください。 

 

 

 

 

 

 

https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho4.htm#anc14
https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho4.htm#anc14
https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho4_5_1.pdf
https://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/csv_jyoho4_5_1.pdf
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№ 画面イメージ等 作成方法等 

８  

 

 

 

 

 

 

【ファイル名：HOT010_3.0_BS.csv】 

 

 

【手順７：ＣＳＶ形式データの作成】 

 作成した Excel データのファイルの種類を「ＣＳＶ

(カンマ区切り)(*.csv)」とし、ＣＳＶ形式データを作

成します。 

ファイル名は、次のとおりに設定してください。 

・ 財務諸表の種類ごとにＣＳＶファイルを作成す 

る場合は、「HOT010_3.0_財務諸表種類※」又は

「HOT010_3.0」 

 ※ 財務諸表種類は半角文字で、BS、PL、SC、NT、

SS、SE及び SRで設定してください。 

・ ２種類以上の財務諸表を１つのＣＳＶファイル

で作成する場合は、「HOT010_3.0」 

なお、「HOT010_3.0」を設定した場合は、２つ以上の

ＣＳＶファイルを同時に送信できませんので、ご留意く

ださい。 

また、財務諸表種類又は「3.0」の後ろに「_(アンダ

ーバー)」を付すことで、任意の文字列も設定が可能で

す。 

  (注) ファイル名全体で使用可能な最大文字

数は、全角・半角合わせて 125文字です。 

     左図の場合は、17文字になります。 

 

９  

 

 
 

【手順８：ＣＳＶ形式データの保存】 

保存の際に左記注意メッセージが表示されますが、

「はい(Y)」をクリックして保存してください。 

なお、今回作成した Excelデータを保管することで、

翌期以降は事業年度及び金額等の変更箇所の書換えな

どを行えば、容易にＣＳＶ形式データが作成できます。 

10  

 

 

(ＣＳＶファイルチェックコーナー参照) 

【手順９：データ送信】  

保存が完了したデータを、e-Tax ソフトに組み込んで

送信してください。  

作成したＣＳＶ形式データが、留意事項等に沿って作

成されているかチェックを行うツールを提供していま

すので、e-Tax ホームページ「ＣＳＶファイルチェック

コーナーについて」をご参照ください。 

 

 

 

 

https://www.e-tax.nta.go.jp/csvcheck/csvcheck.htm
https://www.e-tax.nta.go.jp/csvcheck/csvcheck.htm

